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1． はじめに 

土浦市は筑波山や霞ヶ浦などの自然資源に恵ま

れている。本報告書では、それら自然資源をはじ

めとする環境と、環境に深い関わりを持つ農業、

防災面での現状と課題を列挙する。以下分野ごと

に課題を整理する。 

 

2． 環境 

2.1 不法投棄 

 新規不法投棄発生件数は例年 10 件前後で推移し

ており、減少傾向は見られない。筑波山に近い地域

では産業系廃棄物の不法投棄が、駅周辺の市街地で

は家庭系ゴミの不法投棄が多くなっている。また、

霞ヶ浦湖岸をはじめとして自然が多い地域では空

き缶やペットボトルなどのポイ捨てが多発してお

り、市内の衛生・景観に悪影響を与えている。いず

れの不法投棄も市民の監視の目が行き届いていな

いことやモラルの低下、適切な管理をされていない

ことが諸原因として挙げられる。 

 

2.2 緑地の保全 

 十分な管理・手入れが行われていないと思われる、

鬱蒼とした雰囲気を与える緑地や電柱・街路樹に絡

みつく植物が主に郊外地域内で散見される。このよ

うな緑地景観は、地域住民にとっては虫や蛇の発生、

道路の封鎖・凹凸化といった被害を与え、地域行政

にとっては治安の悪化や街のイメージ低下などの

負の影響をもたらす。さらにこれらの植生にとって

も、十分な日射や良質な土壌が得られず生育が悪化

していくことが推察できる。以上のような影響を鑑

みると現在の緑地保存の状態よりもより多くの主

体がより多くの幸福/満足度を得られる状態を目指

すために緑地保全の取り組みを推進していく必要

があるといえよう。 

 

2.3 公園 

 土浦市は全 52 園の都市公園を有し、その総面積

は 85.78ha ほどである。これは住民一人当たりの都

市公園面積にして約 6.04 ㎡/人、市街化区域内にお

ける都市公園面積の割合にして約 2.6％に及ぶが、

いずれの値も人口が 10～20 万人の土浦市と同規模

の国内都市の平均値と比較してその値を下回って

いる。また、土浦市の中には並木、高津、西根地区

など市街化区域に分類される地域であるにもかか

わらず、周囲 1 ㎞以内に都市公園が存在しないケー

スも存在する。公園の配置・整備に関する統一的か

つ定量的な基準は、現在は存在しないものの、こう

した土浦市の公園緑地の現状は住民全員が市内の

豊かな公園自然環境を享受可能な状態にあるとは

言えず、改善が求められる部分である。 

 

2.4 都市公害 

 以前は工場や事業場活動による産業型公害が主

だったが、近年は都市生活による騒音や悪臭等の 

都市生活型公害へと変わっている。令和 4 年度の苦

情・相談件数は近隣から発生する騒音が最も多く



(41%)、次いで野焼きによる悪臭が多く(35%)なっ

ており、これらの件数を減らすことが課題である。

住民同士の関係が希薄になっていることや、モラル

の低下などが原因と考えられる。一方で、産業型公

害も完全になくなったわけではなく、現在も市内の

オキシダント観測量が環境基準を満たしておらず、

産業型の大気汚染問題も根強く残っている。 

 

2.5 廃棄物 

  土浦市は平成 27 年度から生ごみと容器包装プラ

スチックの分別収集を開始し、その影響もあってか

市内のゴミ排出総量は近年減少傾向にある。しかし、

土浦市の 1 日 1 人あたりのゴミ排出総量はいまだ

目標とする数値にまで減らすことができておらず、

市民のゴミを減らす意識が十分でないと考えられ

る。加えて、土浦市は茨城県内の主要都市と比較し

て、最終処分量がゴミ排出の総量に対して水戸市や

ひたちなか市の 3 倍以上という高い割合を持って

いることから、廃棄物の処理がうまく進められてい

ないことがわかる。この原因として考えられること

として燃えるゴミに空き缶や瓶などの処理できな

いゴミを出すといったような分別ルールを守れて

いない住民が多いことが挙げられる。 

 

2.6 霞ヶ浦 

 全国第 2 位の面積を持つ湖で、56 本の流入河川

と１本の流出河川がある。市内の雨水や生活排水

等は、下水道等や市内を流れる河川などを経て、

最終的にすべて霞ヶ浦（西浦）に流れ込む。以前

は湖水浴を行えるほど水質が良好だったが、水質

汚濁が進み湖水浴は行えなくなっている。

 

図 1  1 日 1 人あたりのゴミ排出量 

現在は釣りやサイクリングなどで利用されること

が多いが、湖岸ではゴミのポイ捨てが目立ち、水面

に浮かぶゴミも散見される。水質汚濁の指標である

COD、富栄養化の原因とされる窒素、リンの濃度

が環境基準を満たしておらず、アオコが腐敗するこ

とによる悪臭の発生など新たな問題の原因にもな

っているため、これらの基準を満たすことが課題で

ある。汚濁負荷割合の最も多くを占めている生活排

水に含まれる汚濁物質が多いこと、流出河川が１本

であるために湖水の交換におよそ 200 日とかなり

の時間を要することが要因として考えられる。 

 

2.7 市内河川 

 市内の水質調査を行っている 8 河川では、年々水

質は改善しているものの半分が目標水質を達成し

ていないため、霞ヶ浦と同様にこれらの基準を満た

すことが課題である。近年では、小規模な工場・事

業所等の排水や生活排水、農地・市街地等からの排

水による負荷の比率が大きくなっている。H29 年

度に目標水質を達成していなかった新川、備前側、

花室川、乙戸川は主に市街地を通る川であるため、

生活排水による影響が特に大きいと考えられる。 

 

2.8 環境課題の改善意義 

  自然環境景観は後述する土浦市の農業や防災の

課題に影響を及ぼすのみならず、市に住まう人々が

地元に誇りを持てるか、長くこの街に住み続けたい

かといった地域愛着にも多大な影響を与え得る存

在である。環境課題の深刻化はすなわち住民の地域

愛着やシビックプライドの喪失につながり、結果と

して市内環境の変化に対する関心の低下や市外へ

の人口流出といった課題に繋がりかねない重大な

課題であると私たちは認識している。また、その結

果として環境保全ボランティアの減少や市民の環

境モラルの低下が推察でき、さらなる環境課題の発

生・悪化が起こるという悪循環に陥ってしまう恐れ

もある。それを防ぐためにも今後とも市は環境課題

に対する対応策を講じていく必要があるだろう。 



3． 農業 

3.1 農業規模 

3.1.1 農業人口 

2010 年から 2020 年にかけて土浦の農業世帯員数

は 42％の減少、農業就業人口は 8.7％の減少、基幹

的農業従事者は 30.4％の減少となっており、全体

的に農業人口が減少傾向にある。（※基幹的農業従

事者：普段仕事として主に自営農業に従事している

もの） 

また、年齢別で基幹農業従事者数の推移を見ると、

若年層での人数が少なく、50 歳から 80 歳の従事者

が多いことが読み取れる。実際に 2020 年における

50 歳以上の人口が全体に占める割合は 86.6％と、

非常に高い数値を示している。 

茨城県南地域の新規就農者数は 2015 年から 2019

年にかけて増加傾向にある。親元就農は横ばいであ

るが、新規参入及び雇用就農者数は増加傾向にある。 

新規参入者の就農の理由として「自ら采配を振れる」

ビジネスであることに魅力があると答えた人が半

数いる。新規参入者は農地の確保、資金の確保、営

農技術の習得が大きな課題として挙げられる。就農

しても生計が安定しないことを理由に数年以内に

離農する人が多い。土浦市では新規就農育成総合対

策として、新規就農者に対して、経営が安定するま

での最長 3 年間、一年で 150 万円交付する制度が

ある。しかし、総務省による農業雇用者の動向と就

業実態調査において、平成 29 年度における農業を

5 年以内に離職した割合が 男性：34.3％、女性：

22.6％ であることが分かった。このことから現在

土浦で行われている３年の交付金支援では不十分

である可能性が高いのではと認識している。新規参

入者が安定して農業を続けられるためのより長期

的なサポートが必要だ。 また、就農相談（茨城就

農コンシェル、茨城県農業会議）や研修（土浦地域

農業改良普及センター、茨城県立農業大学校、いば

らき農業アカデミー）を行う体制を整えている。例

としてレンコンの生産から出荷まで通して学べる

「レンコン道場」の実施。 

現状から、このままの若年層の人数、新規参入者の

数では、将来高齢者層が減少した分の農業従事者を

賄えない。これは、高齢者の現在所有している耕作

地の放棄につながる懸念がある。 

 

 

図 2 土浦市年齢別基幹的農業従事者数推移 

 

図 3 県南地区新規就農者数 

3.1.2 農業面積 

土浦の経営耕地面積は 2010 年から 2020 年にかけ

て約 20％減少している。1 経営あたりの経営耕地

面積は 2010 年から 2020 年にかけて全国では 1.41

倍であったのに対して土浦市では 1.23 倍と上昇率

が小さいことが分かる。現状から耕地面積が減少し

ているのに対してこのまま経営者あたりの面積の

上昇が小さいままでは遊休地や耕作放棄地につな

がることが懸念される。 
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図 4 1 経営体あたりの経営耕地面積 

 

3.2.1 耕作放棄地 

遊休農地：農業委員会が認定 

耕作放棄地；所有者の意志があるかで判断 

土浦市では耕作放棄地は 2005 年から 2015 年にか

けて 1.61 倍となっている。耕作放棄地は土浦駅と

荒川沖駅の間の市街化が進んだ場所や、霞ヶ浦北部

で見られる 

 

図 5 耕作放棄地の地区別割合可視化データ 

 

3.2.2 農地転用 

農地転用は 2009 年から 2022 年にかけて上昇傾向

にある。農地転用の用途別面積割合では 24.7%が住

宅、16.6％が駐車場・資材置き場として使われてい

る。農地転用をする際、田んぼとして使われていた

地盤の良くない場所を農地として使うなど本来の

目的とは異なった用途である場合があり、災害時の

リスクにつながる可能性がある。 

 

図 6 農地転用面積の推移 

 

3.2.3 農地集積率 

2017 年から 2019 年にかけて、集積率は全国では

50％後半、茨城県では 30％代を推移しているのに

対して、土浦市はそれよりも低い 20％前半を推移

している。農地の集積率が上がることで、生産性の

向上や収益性の向上が見込まれる。市では令和 3 年

度の集積目標を 700ha と定め、実績は 752ha であ

った。茨城県では、令和 5 年の集積率の目標は 66％

としている。土浦市も付随して現状の集積率の向上

を目標とした取り組みを行っていくべきである。 

農地の大区画化により、担い手の労働時間が短縮さ

れたり、新規就農モデル団地を設定することで新規

就農を促進したりといった事例が全国である 

 

図 7 農地集積率 

 

3.2.4 土浦市の対策 

農地バンク 

農地の規模縮小や土地の相続を目的にする出し手

と農地の規模拡大や集約化、新規参入を目的とする

受け手とをつなぐ双方の仲介役としての役割を持

つ。貸し手は安心して農地を任せられる、税金優遇

がある、農地を活用できるといった利点がある。し

かし、貸付期間が基本 10 年と固定されていること

や借主を選べないことが懸念点としてある。 
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体験型農園 

「アトレのはたけ」 

収穫やそば打ちなどの農業体験ができる施設であ

り、とれた農産物を飲食店でメニュー化して提供し

ている。これらの活動を通して農地再生や地域農業

の活性化、地産地消の推進を目指している。 

 

3.3 農業価値の向上 

3.3.1 農業産出額 

2020 年における茨城県の農業産出額は全国で第三

位であるが、販売農家一戸当たりの所得は全国第九

位である。これは、茨城は農業のポテンシャルを持

ちつつも、その商品における付加価値が低いという

ことが言える。そのため、第六次産業等による商品

価値の付加および販売農家一戸当たりの所得を上

げるための対策が必要である。 

3.3.2 法人化 

農林水産省の農業経営統計調査では個人で農業を

営む人の平均所得が 115 万 2000 円に対して、法人

では 424 万 5000 円だった。個人営業を行っている

農家を法人化し集約することで平均所得が上昇す

ることが予想される。 

3.3.3 ブランディング 

土浦では「土浦の恵みが人を結び、町の賑わいが土

浦を豊かにする。」を掲げ、『「水と土」が育む、豊

かな土浦の恵みをみんなで食べる、愛でる。』『つく

り手も、集まってきた人もともによろこび笑顔にな

る。』『土浦の魅力が多くの人に知られ、愛されてい

くことで、また新しいものが生み出され、発展して

いく。』という三つの分類ごとに評価を行い、「土浦

ブランド」の認定が行われている。この土浦ブラン

ドを土浦内外に認知してもらうことで商品価値の

向上や地域の活性化に繋がることが考えられる。 

 

3.4 食害被害 

① 霞ケ浦湖畔 

カモ、バン、オオバンによるレンコンに被害（夏の

生育期を除いて年間を通して発生） 

②筑波山山麓 

イノシシによる水稲・果樹に被害 

③谷津田 

イノシシによるレンコンへの被害 

④土浦北部 

カラス、ムクドリ、アライグマ、ハクビシンによる

果樹への被害（夏から秋の収穫期） 

⑤新利根川流域 

ナガエツルノゲイトウにより農作物の生育を妨げ

ている 

土浦市ではこのような被害に対して被害面積や被

害金額において目標を定めている。被害の防止策と

して、銃や罠による捕獲の実施、防護柵設置、生育

環境の管理を行っている。また、有害鳥獣捕獲（イ

ノシシ）重点地区として新治地区と上大津地区を定

めている。 

 

3.5 整備事業  

①手野地区 

レンコン専作地域であったが、整備前は道路水路が

蛇行していたため防除作業や集出荷の作業効率が

悪かったが区画整備をして営農の省力化、機械化を

行った。 

②虫掛地区 

不整形な圃場の道路や未整備の水路などにより交

錯しにくい状況にあり、耕作放棄地が増加傾向にあ

ることから農業生産基盤を充実させる。 

③木田余地区 

境川からの取水し蓮田に供給しているが、末端まで

行き渡っていないため、パイプラインと排水路を整

備して用水としての機能を回復させることにより

営農効率を高める。 

 

4． 防災 

4.1 土浦の地形条件 

市の南北は山地・台地が広がり、中心の桜川

付近では低地や埋め立て地などの人口地形が

広がっている。土浦市は、水戸と江戸を結ぶ



水戸街道が通り、霞ヶ浦、北浦を経て利根川

に入り、江戸湾に至る水路の要衝として栄え

てきた。桜川の氾濫や霞ヶ浦の逆水によって

悩まされてきた。戦後は堤防工事と霞ヶ浦の

護岸工事によって大洪水はほとんどなくなっ

た。これによって土浦市の桜川沿いの低地は

水田として利用されてきたが次第に市街地と

して利用されるようになった。また、霞ヶ浦

沿岸では大正末期から昭和初期にかけての食

料不足を解消するために干拓事業が行われ

た。食料不足が解消されたのちに宅地として

利用されている。土浦市の主な災害は風水害

と地震であり、これまでの災害状況をみても

災害に強い土地とは言えない。

 

図 8 平成 19 年の土浦市中心部 

 

4.2.水害 

洪水、内水氾濫、道路冠水、土砂災害が挙げ

られる。 

4.2.1 洪水 

大雨が降ると土浦市の中心市街地を通る桜川

や土浦市の南東部に位置する霞ヶ浦の水位が

上昇し、洪水が発生する。過去にも、堤防の

決壊や大規模な浸水被害が発生している。 

 

 

 

 

 

【現状】 

① 市中心部の浸水 

市役所や土浦駅、消防本部土浦消防署、土浦

警察署等の災害時に拠点となるような公的な

施設がすべて 3m 以上浸水想定区域に入って

いる。 

② 道路の遮断 

国道 6 号や県道 48 号という 3 つある第一次緊

急輸送道路のうち 2 つが浸水被害で遮断され

る可能性がある。 

③ 防災意識の低下 

桜川の堤防が決壊し、甚大な洪水被害が発生

したのが 1961 年のことであり、すでに 62 年

の歳月が経っている。 

【課題】 

①－A 土浦市において防災の要となる取組・

施設、それについての広報 

「災害に強い官公庁施設づくりガイドライン

(国土交通省)」によると、官公庁施設の位置

の選定により浸水や津波被害が避けられない

場合、災害時にも機能継続が必要な室、設備

機器等が浸水しないよう、想定される水位よ

り高い位置にある階に配置されていることが

必要と書かれている。土浦市では、電気設備

などを浸水想定水位よりも高い位置に配置し

たり、災害本部の代替施設を用意したり、消

防庁舎を市庁舎移転時に建替え、居住域と緊

急車両駐車場を耐火ガラスで仕切り、空間の

一体化・見える化により職員同士の連携・状

況把握しやすい計画とした鉄骨造 3 階建ての

施設としている。さらに、展示体験機能を充

実し、屋上やバックヤード、訓練等を含めた

施設全体の見学が可能な見学ルートを設定す

ることで防災意識の啓蒙を図ることを目指し

ている。住民への満足度調査においては防災

施策についての重要度が 5 が最大のところ

4.48 ととても高くなっている。 

そこで、防災拠点となる公的な施設や市役所

図 9 土浦市洪水ハザードマップ(霞ヶ浦・桜川浸水想定区域図) 



が防災に対する取組を行っていること広報

し、災害に対して対抗手段を持っていること

をアピールしていく必要があるのではないか

と考える。 

②－A 緊急車両が優先して通行可能な仕組

み、各避難手段用の避難経路の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急輸送道路の配置を見ると、洪水により遮

断されたり、避難などによる渋滞が発生した

りすることで緊急車両が自由に通行すること

ができず、救助活動等の災害対応や住民の避

難の遅れに直結する。 

そこで、緊急車両が優先して通行可能な仕組

みや各避難手段用にそれぞれ避難経路を考

え、住民や土浦市を訪れる人に提示する必要

があると考える。 

③－A 正確なリスク、災害や防災に関する情

報の効果的な可視化 

桜川の堤防決壊から長い月日が経ち、新しい

人も入ってきたことで、土浦市が抱える洪水

のリスクを知らず、大雨でも大きな被害はな

いと考え、土地が安いということもあり、水

害のリスクが高い所に住宅を建ててしまう可

能性がある。一方で、地球温暖化が進行し、

日本では年に何回も豪雨に見舞われるように

なっており、想定を超えた被害を受ける恐れ

もある。 

そこで、現時点での土浦市における正確なリ

スク情報や災害、防災に関する情報を効果的

な方法で可視化し、周知することが必要だと

考えられる。 

4.2.2 内水氾濫 

下水道の機能を超えた規模の大雨により、洪水な

どの外水氾濫だけでなく、内水氾濫と呼ばれる現

象が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状】 

① 洪水の浸水想定区域の外側の部分で内水氾濫の

リスクが高い 

洪水からの避難を難しくする可能性があり、市中

心部の人の逃げ場が失われてしまう。 

② 田畑冠水の危険性が高い 

土浦市の災害記録に田畑冠水の被害が複数回あっ

たことが記録されている。 

【課題】 

①－A 水害全体、多様な対象を考慮した避難計

画・ハザードマップの作成 

洪水被害から避難する途中のエリアで内水氾濫が

発生することで迂回する必要性が生じ、避難距離

が長くなり、避難が大変になってしまう。また、

歩行速度や階段、坂道などの地形条件によっても

子どもや高齢者は特に避難が大変になる。 

そこで、洪水、内水氾濫、土砂災害など水害全体

を複合的に考え、高齢者、子ども、外国人等、多

様な対象に配慮した避難計画やハザードマップの

作成が必要になると考える。 

②－A 田畑が被害を受けた時の補助制度を充実さ

せる 

図○の青い丸で囲った部分である藤沢地区と二中

地区の一部で内水氾濫により 1m 以上浸水するリ

スクがある。また、住宅地から向かって土地の高

図 11 土浦市内水ハザードマップ 

図 10 緊急輸送道路 



さが低くなっていることから、農作物が被害を受

けることが予想される。これにより、農業を続け

ることが難しくなり、耕作放棄地を生み出してし

まう可能性がある。そして、そのような土地に正

しくリスクを理解しないまま、住宅地が形成され

るという負の連鎖が生まれてしまうこともあり得

る。 

そこで、田畑が被害を受けた時の補助制度を充実

させ、農業を続けやすい環境をつくることで、耕

作放棄地の増加を防ぐと同時に、住宅地と水害の

リスクが高い土地の緩衝帯としての役割を担って

もらうこうで、効果的な土地利用になるのではな

いかと考える。 

4.2.3 道路冠水 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状】 

土浦北 IC 付近、川口立体道などで冠水のリスク

が高い。これまでも、大雨時に市内で道路冠水が

発生したということが何度も報告されている。 

【課題】 

物流、交通の拠点である常磐道の出入り口付近や

他の道路が冠水することで二つの影響が考えられ

る。一つはインフラへの影響である。水深 30cm

を超えると車での移動が不可能になり、道が良く

見えないこともあり、移動速度が遅くなり、周辺

の道路が渋滞することで、物流・市外への移動の

拠点が麻痺する可能性がある。もう一つは人的被

害である。道が良く見えないことに加え、想像よ

りも水の勢いが強いことで歩行が難しく、避難が

困難になったり、怪我をしたりする可能性があ

る。 

そこで、初めてその場所を利用する人でも分かる

ように冠水する地点の正確な場所をあらかじめ知

らせるような仕組みが必要であると考える。 

4.2.4 土砂災害 

大雨が降った際は筑波山のふもとの新治地

区で土石流、桜川両岸の筑波大地斜面で崩壊

の危険性がある。新治地区の避難所は旧山ノ

荘小学校の一か所しかなく土石流危険区域か

ら距離が 2.4 キロほどで防災空白地域となっ

ている。近隣の市へは筑波山を越えなければ

ならないので現実的ではない。危険区域に指

定されている地域は高齢化が進行しており、

東城寺 47.86％、小野 43.20％、本郷 42.62％

（令和 5 年 4 月）となっている。高齢者にと

って長距離避難は困難であるため新しい避難

所が求められる。また、土浦第二中学校や下

高津小学校周辺では土砂崩れの危険性がある

ため避難中に被災する恐れがある。避難所や

避難経路の安全性評価と情報の公示が求めら

れる。以上のように土砂災害では身を守るた

めの避難によって危険にさらされることが課

題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 道路冠水マップと道路冠水危険箇所一覧 

図 13 土浦市液状化危険度マップ 



図 14 新治地区

 

図 15 避難所付近の土砂災害 

 

4.3 地震 

倒壊、液状化、火災が挙げられる。土浦市に

おける大規模地震の可能性として茨城県南部

地震、塩屋崎沖地震、直下型地震が想定され

る。土浦市の揺れやすさマップと全壊の建物

の割合を示した地域危険度マップによると茨

城県南部地震の被害が最も大きく、市内全域

で震度６～７の大きな揺れが想定され、多く

の地域で 30％以上の建物が全壊するとされて

いる。茨城県南部地震の被害予測によると全

壊建物数 5,800 棟、死者数 60 人、負傷者数

1,460 人、避難者数 59,900 人、避難所生活者

数 44,400 人と予測される。避難所生活者数に

着目すると約 3 人に 1 人が避難所生活を送る

ことになる。避難所数 53 で考えると各避難所

平均で 837 人という結果になる。避難所では

物資の不足、衛生状態の悪化、プライバシー

の問題、災害関連死が危惧される。 

4.3.1 倒壊 

令和 3 年における耐震化率の推計では住宅の

耐震化が 93％と進んでいる一方で病院・診療

所、災害拠点、避難施設の耐震化率が低くな

っている。これに関して、耐震基準が見直さ

れる昭和 55 年以前の住宅 5438 棟（54％）は

耐震性が不明（推計では国交省の数値を用い

ている）で、災害拠点では 16 棟（21％）、避

難施設では 76 棟（27％）が耐震性不明になっ

ている。つまり、安全性の不明なままの施設

が多いということである。倒壊に関しては気

づかれていない危険性が多く潜んでいること

が課題である。 

4.3.2 液状化 

先に述べたように土浦市は埋め立て地が多い

ため液状化の被害を受けやすい地域となって

いる。土浦市液状化危険度マップを見ると市

街地が特に被害を受けやすく災害拠点や緊急

輸送路が多く含まれることが読み取れる。液

状化では建物の沈下、傾倒のほか、上下水道

の破損、交通障害の誘発などのインフラへの

被害が発生する。インフラの破損によって救

助・復旧活動が遅れ二次被害が拡大してしま

うことが課題である。 

図 1 中心部の液状化 

4.3.3 火災 

茨城県南部地震において土浦市では 480 棟が

焼失すると予想されている。桜川北側の地域

や荒川沖駅周辺の住宅地も集密化が進み入り

組んだ造りになっている。また、土浦北 IC 周

辺には物流倉庫が密集しており、火災が起こ

った場合物流への被害が大きくなる。倉庫火

災は窓が少なく可燃物が多い為消火活動が困

難である。特に桜川北側の地域では老朽化し

た建物が密集している。狭い路地に 3，4 階建

ての建物が多く、空きテナントなどの管理さ

れていないものも多く見受けられるため、火



災危険性がかなり高い。ここでの課題は密集

市街地での火災対策である。 

 

4.4 情報伝達 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 にあるように、土浦市では、2015 年頃

から在留外国人の数が増加している。出身

国、育った国によっては、地震や多様な災害

が頻発する日本の災害状況を知らないことも

ある。また、災害時にどのように災害情報を

取得すればよいのかが分からない、情報が取

得できても理解できないという状況になる可

能性がある。さらに、土浦市では消防団の中

に通訳隊という組織が結成されたが、その情

報が外国人に行き届いていない可能性が高

い。 

そこで、災害情報を取得する方法の発信や日

本の災害に対する理解を深める活動が必要に

なると考える。 

 

4.5 地域連携 

本市は県内 43 市町村やカスミなどの地元の民

間事業者 62 団体との物的・人的な応援協定を

結んでいる。土浦市地域防災計画では「市及

び県は、土浦港について、災害時の水上輸送

拠点としての機能について検討し、必要な整

備に努める」と記している。現在、地域間の

連携をする際は緊急輸送路を使用するが、こ

れまで述べた通り緊急輸送路は通行できなく

なる可能性を持つ。緊急輸送路が機能しなく

なった際には地域間協力が効果を発揮しにく

くなる。地域連携に関しては土浦港を活用し

た市を超えた防災ネットワークの強化が課題

である。 

 

4.6 人材不足 

 

 

 

 

 

 

総務省消防庁の地方交付税の算定における消

防団員数の基準に沿って計算すると、土浦市

では、消防団員が 609 人程度必要であるとい

う結果になる。また、土浦市の消防団の定員

が 629 人であることからも、そのくらいの人

員が求められていることが分かる。しかし、

現状は 520 人で担い手の 30%が 40 歳以上

で、20 代の若い世代が少ないことが分かる。 

そこで、若い世代の参加を促進するような活

動が必要になると考える。 

 

5． おわりに 

本報告書では環境、農業、防災における現状と

課題をそれぞれの分野ごとに列挙した。3 つの

分野それぞれが独立しながらも土浦市という

都市の中で相互に影響を与え合っている。財源

や資源に限りがある中でより良い土浦市をつ

くっていくためには横断的な視点で政策を進

めていくことが求められる。 
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